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＜あらまし＞ 専門職の資質向上に省察が重要とされている．本稿では，国家資格キャリア

コンサルタントが深い省察ができるプログラム設計を目的とする．先行研究から，深い省察

に必要な要素を整理し，学習者同士の相互介入によるコア・リフレクションの実施可能性を

検討し，指導者の介入要素やグループ形成，省察の評価等について整理した．結果を踏まえ，

キャリアコンサルタント同士で実践可能なコア・リフレクションプログラムを設計した． 

＜キーワード＞ コア・リフレクション，リフレクション，プログラム設計 

1. はじめに 

専門職教育において，実践を批判的に思考

する省察は重要であり，個人が本来持つ資質

や強み（コア・クオリティ）に及ぶ深い省察

はコア・リフレクションと言われ，成長能力

の育成にも寄与している（KORTHAGEN and 

VASALOS 2005）．教師育成において，コア・

リフレクションによる専門家アイデンティテ

ィの形成（KHAZAEENEZHAD et al. 2018a），

専門性の発達への好影響（MEIJER et al. 2009）

など，コア・リフレクションが専門職の資質

向上に与える効果が実証されている． 

一方，国家資格キャリアコンサルタント（以

下，CC）は，専門性の維持と資質向上が課題

となっているが，養成過程や資格取得後の更

新講習において，省察能力の向上を目的とし

たプログラムはなく，検討の余地がある． 

そこで本研究では，CC がコア・リフレクシ

ョンによって深い省察ができるプログラムの

設計を試みる． 

2. コア・リフレクションの要件 

KORTHAGEN and VASALOS（2005）は，コ

ア・リフレクションを①具体的経験②理想の

明確化③コア・クオリティの明確化④コア・

クオリティの実現⑤新しい行動の試行の５段

階に分け，監督的立場の指導者による介入に

よる省察の支援を設計している． 

KHAZAEENEZHAD et al.（2018b）は，教員

養成課程でのコア・リフレクションの実践で，

学習者同士の省察を検討して共有するグルー

プディスカッションを実施し，学習者の相互

交流が，教師の専門的アイデンティティ形成

や自己効力感における重要性を明らかにして

いる． 

これらより，本研究では，CC 同士の相互介

入によるコア・リフレクションは可能か．可

能であれば，プログラム設計に必要な要素は

何かを明らかにする． 

3. プログラム設計の準備 

3.1. 指導者の介入 

指導者の介入は，①受容，②共感，③誠実

性，④具体化，⑤対決，⑥安全な場の構築⑦

コア・クオリティに焦点を当てた質問が有効

だとしている（KORTHAGEN and VASALOS 

2005）．①から⑥は，CC の能力要件にある技

法に含まれており，資格所持者であれば実施

が可能である． 

⑦について，CANAN（2020）は，効果的な

リフレクションにおける質問プロンプトの必

要 性 を述べて い る ． KORTHAGEN and 

NUIJTEN（2022）は，コア・クオリティを明

らかにする過程で用いられる７つの質問を提

示しており，プロンプトに活用できる可能性

がある． 

3.2. グループに関する要素 

KORTHAGEN and NUIJTEN（2022）は，学

習者同士の省察では，メンバー間の学習成果

の共有が重要であるとし，グループ形成の際

に，グループ自身に学習成果を問う有効性を
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示している．また，グループの安全性と相互

尊重は必要だが，友好的過ぎる雰囲気は，互

いに率直に向き合い辛くなると指摘している． 

これらより，グループ形成においては，心

理的安全性の獲得と学習成果共有の過程が必

要となりそうである． 

3.3. コア・クオリティの特定 

コア・クオリティの特定には，指導者によ

る 介 入 に よ る 有用性 が示さ れ て い る

（KORTHAGEN and NUIJTEN 2022）．これは，

カウンセリングの過程でも行われているよう

に，言語による具体化によって，はっきりと

意識化されていないコア・クオリティが明確

化されたと推測できる． 

PETERSON and SELIGMAN（2004）は，代表

的なコア・クオリティの 24項目を同定してお

り，本省察の過程においても活用できる可能

性がある． 

3.4. 省察の評価 

KORTHAGEN and NUIJTEN（2022）は，自

分の省察の仕方について省察するメタ・リフ

レクションによって，省察の発達を強化でき

るとしている．さらに，指導者による介入の

最終目的である本人による自律的な省察に，

メタ・リフレクションが必要だとしている． 

以上をまとめ，相互介入のコア・リフレク

ションのプログラムには，次の要素を用いる

必要性が明らかにできた． 

・カウンセリングスキル 

・省察の質問プロンプト 

・グループの心理的安全性 

・グループによる学習成果の検討 

・コア・クオリティのリスト 

・メタ・リフレクションの機会 

4. プログラムの設計とまとめ 

以上を踏まえ，表 1 の通りプログラムを設

計した．本研究では，設計研究の初期段階で

あり，今後は ID 専門家とキャリア領域の専門

家レビュー，形成的評価によって妥当性を評

価し，実地テストによって有用性を分析する． 
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表１ コア・リフレクションプログラム 
事前学習 省察に関する言語情報の習得と

支援事例の自己省察 

①具体的経験 

グループ形成 グランドルールの認識とグルー

プでの学習成果の検討 

省察自己評価 ルーブリックを用いた自身の省

察評価 

②理想の明確化 

リフレクショ

ンの深化 

ピア・インタビュー 

③コア・クオリティの明確化 

コア・クオリテ

ィの特定 

コア・クオリティリストを用

いたフィードバック 

③コア・クオリティの明確化 

メタ・リフレク

ション 

省察過程の省察 

行動目標 自身の省察スキル向上に向けた

行動目標 

④コア・クオリティの実現 

事後学習 各現場での自己省察と自己評価 

⑤新しい行動の試行 
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